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Ⅳ．まとめにかえて ― 今後の課題とともに ―
【要旨】
　AIやビッグデータの浸透と定着が進み、「教育のDX化」や「AI人の育成戦略」が展開されている。
今回は、「数理・データサイエンス・ＡＩ」教育の在り方について、特にどんなカリキュラム内容と
することが重要となるのかにつき、筆者なりの見解を述べていく。政府の施策を含めて、標準モデ
ルとされる考え方やカリキュラムの内容、そこで必要とされる学習内容・スキルを確認したうえで、
AI時代を担う大学における「数理・データサイエンス・ＡＩ」教育の在り方を考えていく。本学へ
の応用可能性にも言及していく。
キーワード： AI、データサイエンス、教育イノベーション、教育のDX化、データ活用育成情報活用
能力、データ活用力育成、地域包括拠点、社会人リカレント教
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Ⅰ．文科省を中心とした政府の数理・データ
サイエンス・AI教育の経緯
１） 「2040年に向けた高等教育のグランドデ
ザイン（答申）」（2018年）
　「Society5.0」「第４次産業革命」といった
将来を視野に入れた中央教育審議会による
「2040年に向けた高など教育のグランドデザ
イン（答申）」（平成30年）でAI人材育成の必
要性が強く提示され1)、数理・データサイエ
ンス教育についての基本的な考え方が示され
た。「数理・データサイエンス等の基礎的な
素養を持ち、正しく大量のデータを扱い、新
たな価値を創造する能力」「基礎及び応用科学
はもとより、特にその成果を開発に結び付け
る学問分野においては、数理・データサイエ
ンス等を基盤的リテラシーと捉え、文理を越
えて共通に身に付けていくことが重要」と
いった今につながる考え方が提示されてい
る。
２） 「AI戦略2019〜人・産業・地域・政府全て
にAI〜」（2019年）
　2019年にはイノベーション戦略推進会議よ
り、「AI戦略～人・産業・地域・政府全てにAI ～」
が策定される1)。我が国の産業競争力の向上
に向けて、ＡＩを取り巻く教育改革、研究開
発、社会実装などを含む統合的な政策パッ
ケージを策定している。AIを取り巻く教育改
革を見ておく2)。この実現に向けては、①リ
テラシー教育、②応用基礎教育、③エキスパー
ト教育、という3区分で目標が具体化されて
いる（図表－１）。
1） 文部科学省大臣官房審議官　森　晃憲　「AI時代
の人材育成に向けた政府の取組み」『大学と教育』
公益社団法人　私立大学情報教育協会、2019
年（No2）、pp.2- ５ならびに、中央教育審議会
「2040 年に向けた高など教育のグランドデザイ
ン（答申）」平成30年（https://www.mext.go.jp/
content/20200312-mxt_koutou01-100006282_1.pdf）
を参照している。
2） 統合イノベーション戦略推進会議「AI戦略2019〜
人・産業・地域・政府全てにAI〜」（https://www.
kantei.go.jp/jp/singi/ai_senryaku/pdf/aistratagy2019.
pdf）、pp.3-6.
(出所)  数理・データサイエンス・ＡＩ教育認定制度検討会議『数理・データサイエンス・ＡＩ教育認定制度
「リテラシーレベル」の創設について』2020年、p.6（https://www.kantei.go.jp/jp/singi/ai_senryaku/suuri_
datascience_ai/pdf/ninteisousetu.pdf、p.6より）
図表－１　リテラシー、応用基礎、エキスパートという3区分の人材育成(目標と取組み)
教育のDX化に向けた数理・データサイエンス・AI教育の在り方について
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Ⅱ．「数理・データサイエンス・AI教育」に
関わる標準プログラム
１）標準プログラムの考え方
　リテラシーレベルの「数理・データサイエ
ンス・AI教育」の具体的内容=標準モデルを
みておく。標準モデルは、東京大学の数理・
情報教育研究センターが開発したリテラシー
教育プログラムである。全ての大学、高専で
リテラシー標準教育教材として利用できる3）。
標準モデルの基本的な考え方は、図表－２の
とおりである。
２）標準モデルの構成
　標準モデルの構成は、「導入」「基礎」「心得」
「選択」に分類され、学修項目がそれぞれに
示されている(図表－３)。最初の３つの「導
入」「基礎」「心得」は、コア学修項目として位
置付けられ、「選択」は学生の学習歴や習熟度
合いなどに応じて、適切に選択する。標準モ
デルをそのまま画一的に使う必要はなく、大
学独自にプログラムを開発していく必要があ
る。
３）標準プログラムで求められる学習内容と
スキル
　次に「導入」「基礎」「心得」「選択」ごとに、
どんな学習内容やスキルが求められている
か、図表－４，５，６，７に示しておく。
3） 同センターは、2017年度政府予算に盛り込まれ
た「数理・データサイエンス教育の強化」事業
の東京大学における実施主体であり、同事業で
選定された６大学（北海道大学、東京大学、滋
賀大学、京都大学、大阪大学、九州大学）のセ
ンターのコンソーシアム幹事校として、大学、
産業界、研究機関などと幅広くネットワークを
形成し、地域や分野における先進的教育モデル
開発の拠点となっている。東京大学　数理・情
報教育研究センター HP（http://www.mi.u-tokyo.
ac.jp/6university_consortium.html）より。
図表－２　数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム教育の基本的な考え方
(出所)  数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）
モデルカリキュラム～ データ思考の涵養 ～」2020年、p.5（http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/pdf/
model_literacy.pdf、p.5．）
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Ⅲ．数理・データサイエンス・AI教育の在り
方に関する私見
１）注目すべき3つの領域と大学の役割なら
びに拠点つくりに関して(マクロ的私見)
　マクロ的な観点から数理・データサイエン
ス・AI教育を考えるに際しては、領域を3つ
に分けるとよいと考える。３つの領域とは、
「高校と大学との接続における人材育成」、「大
学内での人材教育」、「大学と地域との接続に
おける人材育成」である。図表－８のように
なる。
２）大学内における教育プログラムの在り方
や考え方についての私見(ミクロ的私見)
　最後に、大学独自の教育プログラム開発や
運用の在り方について、私見を述べる。
＜カリキュラムつくりの拠点作りが重要＞
　リテラシー用の教育プログラムを開発する
拠点=センターつくりがまず重要である。セ
ンターによる一元的なプログラム開発体制に
より、体系的なカリキュラムを設計できる。
モデルとしては後述する和歌山大学の事例が
参考になる。
＜カリキュラムの内容：Excelベースの数理・
データ・AI教育のプログラム化が重要＞
　カリキュラムをどう設計するか、つまりど
んな学習要素とスキルを学生に求めるかは、
大学独自のポリシーであり、大学の特徴とな
る。この点、私見を述べる。筆者は、リテラ
シーレベルは、①Excelベースで「分析ツー
ル」を駆使できる、②ビジネスシーンにあっ
た見える化やビジュアル化ができる、③アウ
トプットを解釈できる、こんな知識・理解、
スキルを徹底させるプログラムの方が実践略
につながると考えている。最近ではクラウド
サービスが多様化し、ユーザーフレンドリー
なサービスが受けられる。一昔前に比べると、
専門的なエキスパート的な知識やスキルをそ
れほど駆使できなくても、ある程度マニュア
ルに沿って作業すれば結果を出せるソフトも
ある。ブラックボックス的な部分を伴うが、
結果を出すには扱いやすい環境ができつつあ
る。データサイエンス力の養成には、Python
というプログラムを使わなくても、エクセル
の「分析ツール」を使ってのシミュレーショ
ンで、スピーディーにビジネス応用が利くよ
うに思える。ビジネス的な観点からの「数理・
データサイエンス・AI教育」という観点から
しても、「Excelベース」プログラム化が大切で
はなかろうか。
(出所)  数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）
モデルカリキュラム～ データ思考の涵養 ～」前掲、p.7.
図表－３　リテラシーレベル モデルカリキュラムの構成
教育のDX化に向けた数理・データサイエンス・AI教育の在り方について
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＜和歌山大学の数理・データサイエンス・AI
教育の先進性＞
　筆者のイメージを和歌山大学の事例で例え
てみる。図表－９ は、和歌山大学の数理・デー
タサイエンス・AI人材教育の取組みのスキー
ムである。推進拠点として「データ・インテ
リジェンス教育研究部門」が2018年に設立さ
れている。人材教育の推進母体であり、同大
学の「データ・インテリジェンス教育研究部
門設置要項（平成３０年３月１９日制定、令
和３年６月３０日 最終改正）」に拠って組織
化されている（拠点作りのモデル）3)。
　和歌山大学のプログラムは、2021年6月30
日に認定制度に認定されており、図表－10 
のように分離融合型で全学的に進められる。
図表－11、12は「データサイエンスへの誘いA」
と「データサイエンスへの誘いB」のシラバ
スの一部である。
図表－５　「基礎」＝「データリテラシー」において必要とされる学習内容とスキルセット
(出所) 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム、前掲、p.10．
図表－４　「導入」＝「社会におけるデータ・AI利活用」において求められる学習内容とスキルセット
(出所) 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム、前掲、p.10．
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Ⅳ．まとめにかえて  
― 今後の課題とともに ―
　大学内におけるプログラムの在り方、特に
雑駁に言ってしまうと、Excelベースでリテ
ラシー教育を設計していく方が、ビジネス力
や社会人力への実践性が高まるように思われ
るという点が私見の中軸である。また、推進
母体となるセンターの作り方や、センターに
よるプログラムの一元的開発という考え方な
ど、重要な検討項目となるであろう。和歌山
大学以外の事例を今後ともリサーチしなが
ら、本学の特徴を織り込んだ数理・データサ
イエンス・AI教育の在り方を具体化していく
プランや構想など、今後の課題である。
図表－７　「選択」＝「オプション」における学習内容とスキルセット
(出所) 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム、前掲、pp.16-17．
図表－６　「心得」＝「データ・AI利活用における留意事項」における学習内容とスキルセット
(出所) 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム、前掲、p.14．
教育のDX化に向けた数理・データサイエンス・AI教育の在り方について
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図表－８　大学を軸とした数理・データサイエンス・AI教育の体系図(私見)
(出所)　筆者作成 
図表－９　大学内でのデータリテラシー教育モデル（和歌山大学の事例）
(出所)　和歌山大学　数理・データサイエンス・AI人材育成の取組み（https://www.wakayama-u.ac.jp/dtier/liberal.
html#torikumiより）
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図表－10　和歌山大学　数理・データサイエンス・AI科目の展開
(出所)同大学HP（https://www.wakayama-u.ac.jp/dtier/liberal.html#torikumiより）
教育のDX化に向けた数理・データサイエンス・AI教育の在り方について
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図表－11　「データサイエンスへの誘いA」(1年生必修)のシラバスの一部
(出所)和歌山大学HP（https://www.wakayama-u.ac.jp/_files/00176101/izanai_a.pdf）より。
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図表－12　「データサイエンスへの誘いB」(1年生必修)のシランバスの一部
(出所)　和歌山大学HP（https://www.wakayama-u.ac.jp/_files/00200851/izanai_b.pdf）より。
